
持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則  
第１回定時総会プログラム  

平成 24 年 3 月 13 日（火） 
13：00～16：30 

於：ベルサール九段 
 

13:00 ～13:45 【開会】  
1. 開会挨拶 
   環境省事務次官 南川秀樹氏 
 

2. 来賓挨拶 
       「日本再生に向けた金融のあり方～21世紀金融行動原則への期待～」 

株式会社プライスウォーターハウスクーパース総合研究所理事長 五味廣文氏 
 
 
 
 
 

「国連環境計画 金融イニシアティブ(UNEP FI)の国際組織としての活動」  
国連環境計画金融イニシアティブ（UNEP FI） 副ユニット長 安井友紀氏 

 
 
 

 
 
 

3．基調講演 
「持続可能な社会に向けて金融機関に期待する役割」 

国連環境計画金融イニシアティブ（UNEP FI） 特別顧問 末吉竹二郎氏 
 
 
 
 
 
 

13:45 ～14:35 【第一部】 総 会  
1. 共同議長の選任 
2. 金融行動原則・運営規程の解説 
3. 業務別ガイドラインの解説 

運用・証券・投資銀行業務ガイドライン 
保険業務ガイドライン 
預金・貸出・リース業務ガイドライン 

4. 決議事項 
運営委員の選任 

5. 報告事項 
年次計画について 

 
14:35 ～14：55   休憩  

1972年東京大学法学部を卒業後、大蔵省に入省。1981年ハーバード・ロースクールにて法学修士号取
得。主に金融行政を担当し、2004年から 2007年まで金融庁長官を務める。2009年 10月に株式会社プ
ライスウォーターハウスクーパース総合研究所理事長に就任し、現在に至る。また 2009年 11月には青
山学院大学の特別招聘教授に任命される。 

日興アセット時代に UNEPFIの運営委員会のメンバーに就任。これをきっかけに、この運動の支援に
乗り出した。2002年 6月の退社を機に、UNEPFI国際会議の東京招致に専念。2003年 10月の東京会
議を成功裏に終え、現在も、引き続き UNEP FIに関わるほか、環境問題や企業の社会的責任(CSR/SRI)
について、各種審議会、講演、TV 等で啓蒙に努めている。この他、社外取締役や社外監査役にも就い
ている。 

会計士事務所プライスウォーターハウスクーパース(PwC)のロンドン事務所勤務(1994－1999年)を経
て、2002年から外務省 JPO派遣制度にて UNEP勤務。派遣期間終了後、正規職員として同部門に残
り、現在に至る。英国公認会計士(ACA)。オックスフォード大学大学院修士課程修了(環境マネジメント
学)、ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス経済学部卒。スイス、ジュネーブ在住。 



持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則  
第１回シンポジウムプログラム  

 
 

14:55 ～16:30 【第二部】 シンポジウム  
 
署名金融機関における取組事例の紹介   
 
ファシリテーター： 末吉竹二郎氏 （国連環境計画金融イニシアティブ(UNEP FI) 特別顧問） 

コメンテーター： 安井友紀氏 （国連環境計画金融イニシアティブ(UNEP FI) 副ユニット長） 
 

＜PART1＞  
1. 預金・貸出・リース業務 

 商品を通じた環境への貢献方法 
 リース業務における持続可能な社会形成への貢献 

 
2. 運用・証券・投資銀行業務 

 コンサルティングサービス及び社内推進体制を通じた取組 
 

3. 保険業務 
 保険における持続可能な社会形成の取組 
 

＜PART2＞  
1. 預金・貸出・リース業務 

 ステークホルダーとの協働 
 融資における非財務情報の考慮 

 
2. 運用・証券・投資銀行業務 

 持続可能な社会形成に寄与する運用商品 
 

＜PART3＞ 意見交換 
 参加者とのパネルディスカッション・質疑応答 

 
 
16:30 【閉会】 

閉会挨拶 
環境省上席参与 小林 光氏 


